
今後の課題
　出生前のカウンセリングには，4つの目的がある。①疾患の正確な診断を
伝えること，②予後をわかりやすく誠実に描写すること，③可能な管理方法
や治療方法を説明すること，そして④両親が最良の選択をできるよう支援す
ることである5）。出生前カウンセリングは，胎児診断に直面した際には不可
欠であり，予後全般に影響する6）。そのため，熟練した技術を持ち合わせた
専門家によるカウンセリングが必要であり，胎児診断された家族へのサポー
ト体制が整備されていなければならない。そして，胎児診断に関する情報提
供のあり方は，ガイドラインを念頭におきながら考えていかなければならな
いし，家族にとって‘Bad News’をどのようにどこまで伝えるべきかは，議
論すべき点である。
　胎児超音波で異常を発見される場合は，両親にとって「健康な子どもをイ
メージしているなかでの予期せぬ胎児診断である」ということであり，情報
提供やサポートのあり方によって，子どもの予後が左右されることもあるこ
とを常に念頭におき，すべての家族が新しい命を喜び，お子様への愛を育む
ことができる支援体制づくりを，施設を問わず考えていくことができればと
考えている。
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